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合成図 (non-aphasi a-Ie si on map) をつくると言語機能をもっ脳部位は図の非損傷部として示さ
れる。
2. 1.で求めた言語領野のうち代表的 4領野につき，多数の失語発症例でその損傷度をその領野内に占め
る損傷の体積比で求めた。失語症状は，標準失語症検査 (S L T A) で求めた。次iζ各言語領野別の損
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傷度と失語症状との相関から各言語領野が関与する言語機能を求めるため多変量解析(重回帰分析)を
導入した。 SLTA (聞く，読む，話す，書く，反復)の 5 大項目の各合計点を多変量解析の目的変数，
各言語領野の損傷度を説明変数とした。重回帰分析はY=atXt+a2X2+ …………+ anXn 
(Y :目的変数 X: 説明変数 a :偏相関係数)という一次式を解く乙とで，係数 an は重みを示し
乙の場合各言語機能伺く，読む，話す，書く，反復)に対する各言語領野の関与の大きさを直接示す
乙とになる。
3. 1.で求めた代表的言語領野につき臨床応用として non-Fluent. Fluent 分類別の失語症の損傷度
を比較し，乙の分類法の解剖学的根拠を求めた。
1 a. non-aphasia-lesion map よりシノレビウス溝三枝合流部の下前頭回，上側頭回，島皮質皮
質下の一部を含む領域 (Broca A領域と定義) :下前頭回全域，中前頭回後部を含む広い領域
(Broca B領域) :島皮質皮質下( Insul a領域) :中側頭回の大部分，上側頭回の後半 1/3 ，縁
上回の大部分，角田の一部を含む領域 (Wernic ke 領域) :島皮質皮質下 (Insul a 領域) :大脳辺縁
系，脳梁，上前頭回の一部等が言語機能を持つ脳部位と思われる。
2 a. Wernic ke 領域は(聞く，読む，話す，書く，反復)の全言語機能に関与する。 Broca B領域
は(聞く，読む，反復) H= , Broca A領域は(話す)， Ins ula 領域は(書く)言語機能 iζ関与する
乙とが解った。
3 a. Broca B領域で 75ぢ以上の損傷もつものはすべて non-Fluent 失語を発症したので，この領















①シルピウス溝三枝合流部近傍の下前頭回上側頭回 島皮質皮質下を含む領域 (Broca A領域と
定義)。②下前頭回全域，中前頭回後部 (Broca B) ①中側頭回，上側頭回後半 1 /3 。縁上回。角




〔結果〕①前方言語領野である Broca A 領野は「話すJ 機能。 Broca B 領野は「聴く J í読むJ
「反復」の機能②後方言語領野で、あるWernicke 領野は「聴く J r読むJ í話すJ r書く J í反復J の
機能iζ関与している乙とがわかった。失語の研究に非失語脳損傷合劇~と多変量解析の新しい方法論を
導入した。乙の方法は方法論として，広く他の神経心理学的病態に応用可能であるので重要である。
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